褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　23年　10月　5日　（　水　）　　　　　　　　　　　　開催回数　第6回

時　間　　15：30～16：30

場　所　　病院2階会議室

記録者　　苅田　葉子
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＜連絡事項＞

· 9月から褥瘡対策委員に小笠原NS(西病棟) 、赤坂さん(南山苑)が入っています。

· 9月下旬、平成２３年度中間事業報告をしています。（上半期実施状況と下半期の活動）

　　　上半期実施報告と指摘内容

　　　　褥瘡予防対策～褥瘡のある方に、予防に効果的な食品（亜鉛含有）の摂取を勧めている。

　　　　　　　　　　→勧めるだけでなく、積極的に取り入れていく。（費用が掛かるものは

　　　　　　　　　　　御家族へも説明し理解を得る。）

　　　　南山苑で褥瘡の発生率が高い(多い)

　　　　　　　　　　～ポジショニングや栄養状態をチェックし1回/月ケース検討を行っている。

　　　　　　　　　　→1回/1～2W 評価（食事摂取状況・褥瘡の状態）して処置内容を検討する。

指導・処置内容や褥瘡の発生状況をカンファレンスやメール・WIZの掲示版を使用しスタッフへ伝達する。

　・　下半期 勉強会の実施～病院：各部署ごとにカンファレンス等で実施してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　勉強会の資料は褥瘡委員会のフォルダーに入っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　  南山苑：苑内研修にて実施していく。

・　今後、1回/2ヶ月 病院・南山苑スタッフが互いの部署をラウンドしていく予定です。

· 栄養から新製品（濃厚栄養補助食品・ぜりー（亜鉛・鉄含有）のサンプル提供があります。

　　食事摂取量の少ない褥瘡のある患者様へ試用してください。

· 10/1（土）行われた褥瘡研修へ小向SGMと橋本JGMが参加され、褥瘡治療・口腔ケア

　　ポジショニングの研修を受けています。資料を見たい方は沢田さんへ連絡して下さい。

　

＜褥瘡報告＞

東病棟：澤田峰様→発生リスクあり。　発赤ありオブサイトで対応。体位変換実施。

　　　　　　　　　食事：経口摂取

南病棟：北山和子様→処置（ゲーベン・ラップ保護）変わりなし。体位変換実施。

　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％

　　　　玉井クニ子様→新規発生　右外課部

　　　　　　　　　　　処置（足浴後ゲーベン・ラップ保護）体位変換実施。

　　　　リスクの高い方→永洞恭子様　佐々木哲郎様　中野英男様
西病棟：褥瘡のある方はいません。

北病棟：褥瘡のある方はいません。

南山苑

２階フロア：吉田ルエ様→仙骨部（ゲーベン＋穴あきガーゼ保護）

　　　　　　　　　　　　食事：粥ミキサー・ミキサートロミ付、摂取量40％～100％

　　　　　　　　　　　　　　　食事2/3量＋毎食メイバランスミニ1本　

　　　　　　　　　　　　　　　8/28頃より食事摂取量低下、9/1受診：急性上気道炎・

　　　　　　　　　　　　　　　尿路感染症疑い、発熱あり点滴施行。10月から全量摂取。

軽米フミ様→尾骨部（エキザルベ軟膏と亜鉛化軟膏+ラップ保護）

　　　　　　　　　　　　食事：粥・キザミ、摂取量80～100％
　　　　　　吉田正太郎様→仙骨部（洗浄後水分をよくふき取る、イソジン消毒後、ゲーベン

＋こめガーゼ＋ガーゼ保護）ポケットあり、悪化なし。

左踵部:治癒

　　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％　
佐藤ひさし→仙骨部（亜鉛化軟膏塗布+ラップ保護）
　　　食事：経管栄養、摂取量100％
　　　　　　　　

３階フロア：　依田きわ様→9/10退所。

· 次回の委員会11月2日（水）１５時３０分からになります。

（変更時は随時メールで連絡します）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

